




































































































































































































学会で小林が発表した “A Study of Mental Deficiency 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































16） 学会（XI International Congress of Genetics, 2‒10 Sep-
tember 1963, The Hague, The Netherlands）のプログラムに
よれば、小林を筆頭者（Yoshihiko Kobayashi, K. Kishimoto, 
M. Matsui, H. Tsuboi, Y. Shiraki, K. Nakai）とする報告は、
1963年９月９日の午前中のセッション（Session 15e：
Heredity of syndromes I）で９時40分から20分間行われ
た。小林は L. N. Wentとともに、このセッションの司会
も務めた。会場はハーグ近郊の海岸沿い街 Scheveningen

























































32） 谷川は単なる “営業の人” ではなかったようで、専門
誌に塩野義製薬が開発した抗生物質「フロモックス錠」
を紹介する記事を書いている（cf．谷川宏：経口用セ
フェム系抗生物質製剤．ファルマシア，33（7）：772‒773
（1997））。
33） この研究成果は、多
ママ
喜田恵子・大平政子：愛知県下精
神病院の設立初期における治療と看護．名古屋市立大学
看護学部紀要，2：81‒87（2002）として公表されてい
る。
34） 稲垣幾代：秘湯をたずねて（その13）中国路の諸温
泉．大塚薬報，244：17‒24（1972）．
35） 呉秀三の『精神病学集要』に書かれている「治療通
論」などがその典型だろう（cf．呉秀三：精神病学集要 
第二版 前編．吐鳳堂，東京（1916）［復刻版：創造出
版，東京（2003）］）。
36） 佐藤壹三：“岩井の滝” 見聞記．千葉県精神衛生，5：
1‒5（1962）．
37） 「チョコレート色」と述べているのは、佐藤壹三の前
掲論文および浅井利勇：日本精神医学風土記 千葉県．
臨床精神医学，14（11）：1727‒1735（1985）である。浅
井論文に掲載された庫裡（論文では、この建物について
「つい30年前までは精神病者の病室として使われてい
た」旧病室としているが、収容所が別に存在していたの
で、誤った記述だろう）はモノクロ写真なので、建物の
色はわからない。
38） 橋本明：仙瀧山龍福寺と岩井の滝．近代日本精神医療
史研究会通信，11：15‒20（2007）．
39） 香内信一：日本精神医学風土記 群馬県．臨床精神医
学，18（3）：427‒432.
40） 小林がアルバム『精神病治療史 水治療法史』⑵に記
載した「秀厳山大福寺」のテキストは以下の通り（ただ
し、読みやすさを考慮して、改行は適宜変更している）。
 　寺は、群馬県群馬郡榛名町大字下室田にあり、天台
宗山内派に属し、里見の光明寺の末寺にして、開創の
年代不明なり。その本尊を祭る滝水院は、上室田にあ
り、この創立も不明なるも、貞和年間（1345～1350）
の如し。
 　東京・上野から高崎線にて高崎下車、バスにて室田
に至る。滝不動までのタクシーの運転手の曰く「昭和
30年頃まで、精神病の人が治療を受けていたが、今
はない。滝は頭ではなく項を打たせるのだ。今の住職
さんは学校の先生だ」と。10分で着く。
  立札あり、「滝不動」と。少し降れば、左手、木立
の間に遠く雲に煙る山並を望む。石段40段余り降り
れば、広き所あり。大木あり、山迫り、昼なお暗し。
右手、山肌に石の不動尊たち、その左、二本の大木に
しめなわを渡し、奥に細長き滝落つ、滝壺浅く、水清
く、魚の泳ぐを見る。左、一段高き所に、滝不動明王
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（大聖不動尊）を祭る堂あり、享和２年（1805）建立
とあり、その左に、滝のありし跡あるも、水枯れ果て
ぬ。堂の前の石段を降りれば滝水院あり。昔かかる小
屋４棟ありしと云う。慶応年間（1865～1868）に建て
られしものもあったと云う。昭和10年（1935）当地
方を襲いし大水害により大半流失せり。その時、住職
藤平徳沖、病者３、４名と共に死す。
  徳沖の子、藤平徳孝住職に刺を通じ、寺の縁起、下
宿人名簿、診断書を拝見す。滝治療の創始の年代も不
明なるも、明治以前なること確実なり。明治28年
（1895）第35世、鈴木智田が命を受けて提出せる調査
書によれば、「此飛泉は能く脳患を医して妙なり。脳
を患う者泉下に坐して水をして頭上を撲たしむれば脳
熱忽に消して快を覚ゆ。既に隣国の知る所となり。信
州、武州、野州より脳病癲狂の者来り療す。殊に夏日
は避暑の客遠近より来り遊び日々来るあり去るあり。
沐する事三旬にして癒えて帰らざる者なし。実に霊泉
と謂うべし」とある。
 　滝は、高さ２丈４尺（約７m）ありとされ、「室田
滝」とも呼ばれ、また田野から不動尊が流れ来たれり
との伝説あり、ために「田野の滝」とも呼ばれる。室
田村の医師、佐藤新太郎、正木辰雄の発行せる診断書
あり。病名と滝治療の方法を規定しあり。１日３回、
１回５乃至30分とするもの多し。外来の者あり。１
月乃至３月下宿する者あり。長きは３年居りし者あり
と。精進料理を食せしむる他には特別なことなし。あ
る時代、断食を併用せしことありと。手枷、足枷を装
し、木で造りし椅子（小学校の机椅子のごとし）に縛
りつけ、滝の下に置く。打たせる場所は項部とする。
治療進めば、出す汗臭く、滝にうたれるを嫌う程の眠
気を催し、眠りつづけて醒めて快癒すと云う。
 　全盛時は、可成り大規模なりしも、水害により縮小
し、昭和30年（1955）廃止せられ、今は収容者は勿
論、滝治療を受ける人もなし。　昭和47年５月５日
41） 橋本明：群馬の滝場─室田と滝沢─．近代日本精神医
療史研究会通信，8：3‒12（2006）．
42） 昭和初期に複数回行われた内務省の『精神病者収容施
設調』に、奥不動寺の名前で出ている（cf．岡田靖雄・
小峯和茂・橋本明編：精神障害者問題資料集成 戦前編 
第８巻．六花出版，東京（2011））。
43） 小林がアルバム『精神病治療史 水治療法史』⑶に記
載した「巻向山奥不動寺」のテキストは以下の通り（た
だし、読みやすさを考慮して、改行は適宜変更してい
る）。
 　昭和47年４月２日（日曜日）。午前７時発の近鉄特
急にて名古屋を立つ。途中、青山高原あたり、車窓よ
り雪の舞うを見る。寒し。大和八木駅下車。急行にて
引き返し、９時過ぎ桜井駅着。タクシーを拾い、三輪、
箸中、巻野内を経て、車谷に入り、「右不動寺白山道、
左名張」の石碑のところで車を捨て、右に山道を入
る。緑の木々の中、赤き椿あり。鶯・□［注：判読不
能］の声、谷川の水音を聞きつつ、オーバーの襟を立
てて登ること40分。身体温まり、汗ばむ。
 　「↑白山　→奥不動・長谷ハイキングコース」の立
て札あり、右に小道あり、石段数十段の上、壁に「白
山荘」と書かれし建物あり、窓に柵などあり、精神病
舎のごとし。先ず、樹木生えず、風化せし岩山たる
「白山」に登る。ハイキングに来た子供たち遊ぶ。這
い上り、伏して眺むれば、道を隔てて白山荘と寺院を
見る。
  降りて、小道を通り、石段を昇れば佇立して常同的
に手をこする初老の男、炬燵に入りたるまゝ「今日
は」と笑いかける痴呆化せし女（てんかん患者の由）
を柵ごしに垣間見て、境内に入れば、右手に参籠所あ
り。加持祈祷の最中、真暗き中、読経の声、説教する
声、叫声、怒声、終わりて、中年の男、若き男女ら５
人、参籠所を出でて、白山荘の接客の間に入る。昼食
を馳走されるごとし。
 　住職の尼僧に名刺を渡し、話を聞く。迂遠にして要
領を得ざるも、大意次のごとし。奈良県桜井市辻の巻
向山奥不動寺は、桜井市の北方、三輪山の東北の巻向
山（365m）の頂きにあり、真言律宗に属し、西大寺
の末寺なり。古い歴史を有する寺なりしも、佐伯某な
る住職の時、住職遊興に耽り、土地を売り払い出奔、
為に無住となる。ある日、樵、不動さんを発見。明治
39年 （1906） ３月１日、植村尊龍らによって再興さる。
内に、参籠所を造り、外に、附近の谷川を利用して滝
を造り、加持祈祷、灌水、および境内の水を飽飲せし
めて、精神病者の平癒を祈願せり。
 　また、境内に精神病者保養所「白山荘」（白山に因
みて名付けられた）を造り、一時は25名をも収容し
隆盛なりしも、昭和25年（1950）精神衛生法公布さ
れ、昭和29年 （1954） 県の役人来たり廃止を命ぜらる。
入所者の多くは精神病院に移送され、頓に寂れぬ。そ
の時、懇願して残せし５名の病者なお預り居り、医師
の派遣を願い、古えの隆盛にもどしたしと切に願う
由。
 　「病気の時は、薬を服むもよし、病院に入るもよし、
されど、精神の病は親が祖先の霊を祭らざりし因縁に
よるものなれば、医薬のみにては効なからん。当寺
は、月８千円にて預り居り、全く奉仕の気持ちなるに
……」。
 　昼食をすすめられたるも辞退し、昼前下山。途中、
谷間に降りて「仮懸泉」を見る。傍らに小さな石仏を
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祭る。滝に打たれ、出でて仏を拝み、また滝に打たれ
る。石仏の前に供物あり。
44） 奈良県・奥不動寺を訪ねて．近代日本精神医療史研究
会ブログ2010年８月21日（http://kenkyukaiblog.jugem.jp/
?eid=124）．
45） 1971年11月12日に小林が名古屋市立大学で行ったと
思われる講演原稿「精神科医療の側面」は、彼の精神医
療の現状への思いが示された数少ない記述かもしれな
い。その中で小林は、当時の日本医師会会長・武見太郎
の「精神病院は牧畜業」という発言、および朝日新聞で
連載されていた「ルポ精神病棟」に書かれた「公衆便所
なみベッド」「医師でなく牢番」といった精神病院批判
を批判的に論じている。
46） 2008年11月14日に筆者が旭川で遺族から聞いたとこ
ろでは、小林は精神医療史をやめた理由を次のように説
明していたという。「個人の力でチマチマやっていても
大した仕事はできない。関西方面の大学でこれから本格
的に医学史研究のプロジェクトを立ち上げて調査をする
ようだ。自分の仕事は終わった。これからは自分の趣味
の調査をする」といって、途中から「城めぐり」に転じ
たらしい。だが、筆者の知る限り、小林の言う某大学の
医学史研究のプロジェクトなるものがその後実施された
形跡はない。
47） 小林は『日本精神医学小史』の「自序」で次のように
書いている。「私は精神医学を専攻しております。そし
てその場所は名古屋であります。（中略）日本人達は、
古く朝鮮、支那、近くは欧米諸国の影響を強く受け乍ら
文化を育てて参りましたが、その日本人の中で、特徴あ
る郷土文化をもち、将来を夢みている動いている人間群
であります。この中にいる私は、人間として、日本人と
して、愛知県の人間、名古屋市の人間として（中略）精
神医学を専攻しているわけであります。」
